
ひとにやさしいまちづくりに関する 

旬の話題を提供し、語り合う場   

 

 

 

 

 

 

第１３回 人にやさしい街づくりは暮らしを豊かにする 建築は活動を規定する 

２０１３年６月１４日（金曜日） １８時から２０時  講師：林美博さん（（株）三橋設計 名古屋事務所） 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第１４回 人にやさしい街づくりは暮らしを豊かにする 交通権 

２０１３年７月５日（金曜日） １８時から２０時  講師：森田優己さん（桜花学園大学 学芸学部） 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第１５回 人にやさしい街づくりは暮らしを豊かにする バリアフリー旅行 

２０１３年８月２日（金曜日） １８時から２０時  
講師：松本泰守さん（チックトラベルセンター ハートｔｏハート） 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第１６回 人にやさしい街づくりは暮らしを豊かにする 地域看護 

２０１３年９月６日（金曜日） １８時から２０時  講師：坂本真理子さん（愛知医科大学 看護学部） 
 

 

 

人々の暮らしや活動の器である建築は、暮らしや活動をイメージし、よりよく展開する場として構想される。

しかし、いったん作られれば、逆に、そこでの暮らしや活動を規定することになる。それはどのようにデザイ

ンされるのか。設計者の意図、提案と、展開される活動の実際を考える。 

人にやさしい街づくり条例では、施設の円滑利用とあわせて、自らの意思で円滑に移動できることを掲げて

いる。バーチャルでの体験はどんどん実感に近づいてはきているが、それでもやはり、直接会って話した

い、その場に身を置きたいという生身の人間としての欲求、そのための移動保障を、「権利」として考える。 

旅をすることは、非日常の時間・空間に身を置くこと。身体的制約と環境的制約を、どう改善し、どう折り合

いをつけていくか。重度障害者が旅行した実際の事例から、バリアフリーを考えるとともに、日常の暮らし

に生かす。 

人生の最後を迎えるときまで、地域で暮らし続けたいという願いを、どう実現するか。地域の人々の暮ら

しや健康を守るコミュニティヘルスワーカーの活動・役割から、まちのあり様、まちづくりを考える。 

ひとにやさしい

まちづくりカフェ 

２０１３

 

会場：名古屋都市センター 14 階 第1 会議室 

名古屋市中区金山町一目 金山南ビル 金山総合駅南口 

定員：30 人 

参加費：1000 円／1 回 

申込問合先 電話・ファクシミリ  052-792-1156 

電子メールhitomachi@npo-jp.net 

 
名古屋都市センター（金山南ビル） 


